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概要

医療秘書科卒業生の就労の実態と職業意識を調べるためにアンケート調査を行った。
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この調査では，秘書的な職業に就いている者の実態を把握することに焦点を当て，卒業生の就労の実態と，現

在職業に就いている卒業生の職業意識を調べた。

その結果，現在秘書的業務を行っている医療秘書，秘蕃，医局秘書・秘書室秘書，研究補助は合わせて57名（回

答した有職者中16.9%）おり ，我々の予想を上回る人数であった。これらの職種の者は，職業意識の点でも，他

の職種の者に比べて， 自分の職業に対して肯定的に考えていることが分かった。

1.はじめに

本学医療秘書科では これまでに12期で1248名

の卒業生を社会に送り 出してきている。

卒業生の実態に関しては，過去において 1期

生と 3期生に対し，就職状況および職業意識調

査を行ったことがあるがl-3i,10年を経過した今

日，改めて，秘書的な職業に就いている者の実

態を把握する こと に焦点を 当て，卒業生の就労

の実態と職業意識についてアンケート調査を行

った。

今回は，現在職業に就いている卒業生の職業

意識を，医療機関と企業の 2業種に分け，また，

医療秘書 ・秘書など 8職種に分けてその違いを

探ってみた。

また，職業意識については，勤務年数や責任

の度合，あるいは置かれた立場の環境などによ

り意識の変化があると思われるので， 12期まで

の卒業生を 3つのグループに分けて，その変化

を比較した。以下にその結果を報告する。
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2.調査の概要

1)調査方法および時期

調査方法は記名によるアンケート記入方式で，

郵送とした。調査票は1990年 6月11日に発送し，

返送の締切を 2週間後の 6月25日とした。

2)調査内容

アンケート内容は様式 1に示した。

3)調査対象

川崎医療短期大学医療秘書科の第 1期から第

12期 (1979年 3月卒業～1990年 3月卒業）まで

の卒業生1248名のうち住所の確認できた1191名

を対象とした。

4)回 収 率

発送数1191通のうち529の回答かあり， 44.8%

の回収率となった。

3.結 果

今回の調査では44.8％という予想外に低い回

収率であ った。この回収率で医療秘書科卒業生

の実態を正確に把握することはできないかもし

れないか， ここでは，返送された 4割強の中で

の卒業生の実態を探っていくことにする。

返送された529通の内，現在職業に就いている

者 （有職者）からの回答か338通，現在職業に就

いていない者からの回答は191通であ った。

集計にあた っては， 3つのグループ分けを行

った。

Iのグループ ：1期～ 5期

IIのグルーフ0:6期～ 8期

II［のグループ ：9期～12期

この 3つのグループにおいて，有職者の割合は，

I : 30-50%, II : 50-75%, JI1 : 90-100％で

あった。

また，質問の 4以降は， 5段階の選択肢を用

意したが，考察の段階では， 1 ・ 2と4・ 5を

まとめて 3段階にした。

l)就労の実態

①業種別

有職者338名の職場を業種別にみると ，医療機

関215名 (63.6%），企業92名 (27.2%），その他

31名 (9.2%)であ った。ここでいう医療機関と

は，病院・医院・医科歯科大学 ・医学研究所な

どであり，その他は学校 ・官公庁などである。

②職種別

職種別にみると，医療秘書業務あるいは秘書

業務を行っている職種において，回答している

職種と実際の仕事内容が，我々の考えているも

のと一致していないケースが幾つか見られた。

そこで，こ れらに該当する職種は以下のよう

に定義し，所属と仕事内容などから判断して訂

正した。

医療秘書 大学医学部 ・病院 ・医院 ・診療

所等で，特定の上司 （教授 ・院長 ・上級医師等）

の医療秘書業務を行っている者。

秘書 特定の上司 （医療に関係しない）

の秘書業務を行っている者。たたし，病院長の

秘書でも，管理面のみの秘書業務に従事してい

る者はこれに含めた。

医局秘書・秘書室秘書 （以下は省略して医局

秘書とする） 病院等の医局または秘書室に

勤務して，複数の医師の秘書業務・研究の補助・

医事関連の秘書業務を行っている者。ただし，

同様の仕事をしていて，医事課・庶務課に所属

している者も少数いたので，それもこの中に含

めた。

研究補助 一ー一大学の教室 （あるいは講座）に

所属または勤務しており，その教室 （あるいは

講座）に所属する複数の研究者の研究補助およ

び秘書的業務を行っている者。

その結果，職種別の内訳は，医療秘書5名 (1.5 

％），秘書11名(3.3%），医局秘書20名(5.9%),

研究補助21名 (6.2%），病棟事務 7名 (2.1%),

医療事務103名(30.5%），病歴管理10名(3.0%),

事務一般117名 (34.6%），その他44名 (13.0%)

とな った。

上記のその他に含まれる職種では， OA関連

（キーパンチ ャー ・プログラマー等）が16名，

営業が12名いた。なお， OA関連職種は 6期生

以降に現れるという特徴があっ た。

③その他

勤務時間

時間外勤務がはとんどな いと回答している者

を職種別に率の高いものから順に挙げていくと，

研究補助11名(52.4%)，病歴管理 5名(50.0%),

医局秘書 9名(45.0%），病棟事務 3名(42.9%),

医療秘書 2名(40.0%），事務一般37名(31.6%),

秘書 2名 (18.2%），医療事務7名 (6.8%）であ
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様式 1

川崎医療短期大学医療秘書科

卒業生アンケー ト躙査

菜＿J切生氏名 (1曰坪

以下の項目は現在閃霊に訳いている方のみお苓え下さい．

できれば （ ）内に只体的な円由を記入して下さい．

1 現在の主な仕事内容を僭条書きで記人して下さい．

x 現在茫霊に＂いている方は、全てに記入してこー返送下さい ．衷在口茎に就いていない

方は、 A. B. のみに記入し、）枚目の用砥のみご返送下さい．

A.短大を卒婁してからのあなたの訳婁状戊について記入してください．

a) E口の経験は ［ ).ある 回 2.なし］

b）同一肋B先での配置E換は ［ ).ある 回 2.なし ］

B.短大を卒霊してからのあなたの汰璽状況を詳しく記入してください．

配置に慎の湯合も記入してください．ただし、肋榜先99「同上」としてください．

閃種の口は下の 【口櫃例］を参考に して記入してください．

記人関が足りない芍は、同じ形式で裏面に記人して下さい．

昭和
年 月～

昭和

平成 平成
年 月（動B年数・ 年 か月 間）

畑先
／正段・臨峙・パート・

匹匹 ‘アルパイト iその他 ） 

如（役nを含む） 該当臼所に〇印を、その伯99
口 種 （R体的に記入して下さい． ） 

昭和 昭和n ~ 
•平成

年月
平広

年 月（動積年致： 年 か月問）

腿先
（正規・富峙・パート・

所鷹祁詈 アルバイト•その伯--- ）
閃名 （役閃を含む）

閃撞

m 悶年月～悶；年月（畑年致． 年か月間）

肋8先
／正規．霞騎・パート・ ） 

所属99署
＼アルパイト ・その（●

n名 （投mを含む）

閃樋

［四 道 1ダリ］

医只B全・秘書日究禎肋病歴行覆・医疫事Ii・ 事務一蚊宮婁 など

2 動B峙間および休8・休団について記入して下さい．

平日の鮎桟は 峙 分～ 片 分までで休雙峙閏 分・還休 8 
）．峙間外li!iiはほとんとない

2 峙間外勤Hが定n的に、月に 月間ほどある

3.その仕（具体的な状況を記入してください）

3 現在の年収（税込み）はどのくらいですか．

I. 20 0万円未漬

2. 200万円以上 250万円未活

3. 250万円以上300万円未酒

4. 300万円以上350万円未潟

5. 350万円以上

4 研修や讀口などの鯰強の1l!l会が与えられていますか．

I.かなり与えられている

2.少しなら与えられている

3.どちらともいえない

4. あまり与えられていない

s.全く与えられていない

5 現在の仕事が自分に遇 していると思いますか．

I.井常に遇している 表由

2."いたい遇している

i i ! ！? ： t、:,‘f、,、 [

硲—其nとヒ 氏名 (I曰炉ャ

6 短大で学んだ専門的知悶技饒が生かされていると思いますか．

l．界常に生かされている 翌由
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12 現在の自分の閃業を後輩に1釦11!したいと思いますか．

I.大いに勘めたい 預由

！且旦巳I
13 現在の心について何か芯凡石があれば、自由にご記人下さい．

9 自分の仕事に＂りを持っていますか．

l．井常に杓りを持っている 坦由

2.やや惰りを持っている

: ： : i丑臼[‘:':'i、I
10 自分の仕事内容 ・IIと比べて給科11週当であると思いますか．

l．多いと思う

2.やや多いと思う

3.遇当

4.やや少ないと思う

5.少ないと思う （こ協力ありがとうございました）

った。

年収

医療機関は III→ II→ Iと年齢が上がるにつれ

て年収か増えてきているが，企業では特徴が見

られなかった。（表 1)

研修・講習の機会

企業においては， I →II→III (25. 0％→52.4 

％→76.3%)と研修 ・講習の機会が与えられて

いる率が高くなってきている。全回答者でみる

と，医療機関 (36.7%）よりも企業 (64.1%)

の方が，与えられていると回答した者の率が高

い。（表 2)
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表 1 年 収 表 2 研修・講習の機会

（単位 ： 人）
I II m 全体

訊
I Il 皿

医療損閏企 業 医療撮関企 業 医療設関企 業
: ど : t ど t 与 ど 与 与 ど与

ち ち え ち え え ちえ

ら らい ら ら らい ら ら らい ら ら らいら

~200 2 4 1 5 4 5 I 5 
れ とえ れい れ とえ れい れ とえ れい れ とえ れい

てい もな てな てい もな てな てい もな てな てい もな てな

200~250 8 1 2 2 4 45 2 0 
るい いる しヽ し‘ るい いる しヽ ~\ 

250~300 2 2 4 13 6 13 17 医療攪関
28 

1388 晶 晶 63 .4 6531 .9 晶 1l贔品 76 24 112 
483 367 112 521 

300~350 2 2 2 4 3 

゜
3 

企業
3 

25 0 16 2 7 5814 晶 00 .0 47lO .6 
45 

3 2 4 2012 .3 象l 4 4 3 3 29 1. 6 763 
350~ 4 

゜゜
2 

゜゜ （注）上記以外の業種及び焦記人回答の記戟は省略した。 ［上段：人数
下段 ：％ 

） 

表 3 職業意識の業種別集計

5 現在の仕事が自分に適していると思いますか 6 短大で学んだ専門的知俎技能が生かされていると思いますか

I II m 全体 I Il m 全体

通し 詈 適し 透し
翌適 適 晋適 通翌 過生 晋生生 詈生生 詈生生 詈生

し し し し しか かか かか かか か
て てて てて てて てさ ささ ささ ささ さ
，、 し＇し 9 し9 し9 し＇し 9 いれ れいれ れいれ れいれ れい

る通 なる 通 な る通 なる 通な てい てな てい てな てい てな てい てな

" 
し9 ’‘ tヽ る通 いる 通 いる 通 いる 通 tヽ

医療滋関
31 26 

00 0 423 9.0 
15 1 53 31 2 107 12 30 お 晶 晶 18 晶 晶 晶 晶 象4靡8訊 象I53 4 448 319 149 481 282 210 498 33 5 140 449 38 3 

企婁
I 7 4 12 8 I 35 18 

53 1 5428 .2 
33 

88 .1 33 4 3 
3 5 6 1 8 20 18 21 30 晶 晶8 3 58 3 33 3 571 38 I 48 594 30 5 35 9 250 411 286 33 3 38 I 33.9 305 356 326 

7 自分の能力と仕事内容を比較した場合、どのように感じますか 8 自分の仕事に資任や権煤が与えられていると思いますか

I II m 全体 I II m 全体

g どと i 且 どと
且 i どと

且 i どと
且 t ど t t ど ！ t ど t t どち 与え

ちも ちも ちも ちも ち ち ち
の らい の の らい の の らい の の らい の ら らい ．っ． ら らい ら ら らい ら ら らいら

伍
がえ

伍伍
がえ

伍伍
がえ

伍品 がえ

伍
れ とえ れい れ とえ れい れ とえ れい れ とえ れい

上な 上な 上な 上な てい もな てな てい もな てな てい もな てな てい もな てな
，、 ，、 ，、 がい し‘ る し9 9ヽ る し‘ し‘ る Lヽ 9ヽ る " tヽ

医療投関 15 9 5 
43 

10 6 3 1268 品 42 .2 3303 .3 晶 1 8 3 塁4畠 16 41 晶 1 晶 8 4 5 84 .5 6752 .5 品 l :38 甜3晶 24 
141 74 708 120 111 

企業
I ， 2 4 15 2 23 31 4 品 晶 8 ， I 2 晶 I ふふ 85 .5 53 .1 

15 7 10 
83 750 166 190 714 9.5 390 52.5 68 87 150 83 166 48 81 5 76 109 

9 自分の仕事に杓りを持っていますか 10 自分の仕事内容 旦と比ぺて給料は適当であると思いますか

I lI m 全体 I I] m 全体

持ど 持 1; ど 持 持と ‘ 持持ど
持っ 給料 通 給料 料給 透

料給 給料 適 給料 糾給 適 給料
っ ち 9 9 ち つつち つつち

て らい てて らい てて らい てて らい ての のの のの のの の
い とえ し9 し9 とえ し9 し9 とえ し＼し‘ とえ い方 鍔 忍多 盆 忍多 認 忍多 窟る もな なる もな なる もな なる もな な が多

しヽ ~\ しヽ し‘ し’↓’ しヽ し‘ い当 し9 し‘ 当 し9 し9 当 し9 し‘ 当 ，、

医療讃閲
35 16 7 25 14 1 56 40 

l i贔116 70 
60 3 216 121 53 2 29.8 ll9 50.9 36 4 539 326 

企業
3 

5873 
2 15 4 2 44 12 3 62 23 

25 0 161 714 190 95 7<6 20 3 51 674 お 0

11 現在の関婁を堪枝することに関してどのように考えていますか

I II m 

校と’ 辞め 校け とち’ 辞め 校け とち・
けち
たら たたら たたら
いで いいで いいで

もよ もよ もよ
9 9 9 9 9 9 

医療設関 晶 8ぢ12 19 
11 8 0 晶 60 20 

201 405 546 18 2 

企業 ふふ 16 2 1 晶 ふ 92 .5 744 45 
4 
68 

（注）上記以外の婁櫨及び無記入回答の記紐は省略した．

2)職業意識

①業種別

業種別の集計結果は表 3に示した。

全体

辞，，， 駁け どち

たたら
いいで

もよ
tヽ

26 119 33 
231 55 3 153 

13 8 6 
63 13 
68 5 14 1 

現在の仕事が自分に適していると思うかとい

う項目に対しては，適していると回答した者が，

医療機関では I-II-JJI (53.4%-49.0%-

48.1%）において約 5割，企業では II-JJI(57.l

27 2 品 39237 ゜
18 品 23 .7 4438 6 象， 25 .4 45!18 .6 累126 34 00 38 3 

1 0 謎゚316 2 6 9 2 5 
7 品 1062 品 li 

887 
55 28 

76 00 33 3 237 598 30 5 

12 現在の自分の関業を後輩に1街置したいと思いますか

I Il III 全体

辞め 勧め
ど 勧勧 ど 勘勧 ど

勧め 勧め
ど 勧

ち めめ ち めめ t、
ち め

た た t ;‘ たた らい たた たた らい
尽しヽ し‘ くし‘ とえ く，、 とえ ('ヽ とえ

57 
266 

12 
131 

もな な もな な
しヽ し‘ しヽ し‘

25 24 8 17 23 6 
431 414 138 36 2 48.9 127 

2 5 4 ふ 8 5 
166 417 333 38 I 238 

もな な
し9 し9

晶 出 27 
246 

25 26 1 
423 441 119 

76 
355 

念。

もな な
9 9 し9

品 41 
190 

ぶ l判
1.tllt：人数
下llt．％ ）

%-59.4%）において約 6割おり企業の方がや

や高い数値か出ている。

短大で学んだ専門的知識技能が生かされてい

ると思うかという項目に対しては，生かされて

いると回答した者の率が， I-II-IIIそれぞれ，

企業 (33.3%-28.6%-33.9%）よりも医療機

関 (44.9%-38.3%-55. 5%）で高い。これは，
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短大では医学関連教科と秘書関連教科の両方を

学んでおり，医療機関ではその両方が生かせる

が，企業では医学的知識か生かせないと感じる

ためであろう 。

自分の能力と仕事内容を比較した場合どのよ

うに感じるか という項目に対しては，仕事の程

度が高いと回答している者は，医療機関 (I: 

15.5%, II : 12.8%, III: 30.0%）も企業(I: 

8.3%, II : 19.0%, III: 39.0%）も共に就職年

数の浅いIIIにその割合か多い。

自分の仕事に責任や権限が与えられていると

思うか とい う項目に対しては，就職年数の浅い

IIIも， I -IIと同様に率が高かった。医療機関

(I : 70.8%, II : 80.8%, III: 65.5%），企業

(I : 75.0%, II : 71.5%, III : 86.5%)。

自分の仕事に誇りを持っているかという項目

に対しては，持っていると回答した者が医療機

関では I-II-III (60.3%-53.2%-50.9%) 

共に 5~ 6割で，企業では I (25. 0%)とII-

III (71.4%-74.6%）で大きな差かみられた。

自分の仕事内容 ・量と比べて給料が適当であ

るか という項目に対しては，少ないと回答した

者の率か， I-II-II［全てにおいて，企業(I

16.6%, n:57.1%, m:23_7%)よりも医療

機関 (I: 39. 7%, II : 61. 7%, III : 50. 9%) 

で高かった。

現在の職業を継続することに関してどのよう

に考えているかという項目に対しては，続けた

いと回答した者の率か，医療機関では Iが高く，

企業では II-lIIが高かった。医療機関(I: 68. 9 

%, II : 40.5%, III : 54.6%），企業(I: 50. 0 

%, II : 61.9%, III : 74.5%）。

②職種別

職種別では I・II・IIIに区分すると少人数に

なるので， 1期生～12期生全体で検討し，集計

結果は表 4に示した。

現在の仕事が自分に適していると思うか とい

う項目に対しては，適していると回答した者の

率が高いのは，医療秘書 (100.0%），研究補助

(81. 0%)であ った。

短大で学んだ専門的知識技能が生かされてい

ると思うかという項目に対しては，生かされて

いると回答した者の率は，研究補助 (85.7%),

医療秘書 (80.0%），医局秘書 (80.0%）で高く

なっている。これは，他の職種より，学んだこ

とが幅広〈活用できるためであろう 。

自分の仕事に責任や権限が与えられていると

思うかという項目に対しては，ほぼ全ての職種

において，与えられていると回答した者が高い

率を示している。

自分の仕事に誇りを持っているか という項目

に対しては，持っていると回答した者の率は，

医療秘書 (100.0%），医局秘書 (75.0%），秘書

(72.8%）で高かった。

表 4 職業意識の職種別集計

が5自 現在適の仕事
がだと6専生思門かい短遇まさ大知れでほて学技いん熊る とし7仕た事場感合内自容、分のをど比能の力較よ えにい8費まら任れす自分極の仕がと思事与 にま9誇すかりを自分持のっ仕て事い 給内1容料思0は過量ま自分す当と比ので仕べあ事てる 考を関1紺え1し校てて現す在るのこ関と婁に ll!のす1閃2かし業た現を在後と思輩の9自こ分惟思分に してい やてい限るると いますか どのように い いま

すか うに じますか か といか いますか

適し 告 適し 生か
詈生

i 
どと

且 : どち 与え 1寺ど 持つ 給料 通 給料 袂け どち 辞め 勧ど 勧
か ちも 9 ち めち め

て てさ さ の らい の ら らいら て らい て の の たら たた らい た
，、 いれ れい 知 がえ 品 れ とえ れい い とえ

いな 方が多 認 い でもよ
し9 し' とえ く

る 通 なてい てな 上な てい もな てな る もな もな な
し‘ る通 いがい いがい るい 9 9 し9 し9 い当 Lヽ 9 9 し9 し‘

医療秘吝 5 0 0 4 I 
0 0 0 603 .0 4020 00 .0 804 .0 

I 
00 .0 JOO 5 0 00 .0 00 .0 訊。

o゚゚

5 5 
00 .0 00 .0 40 2 0 

3 訊。1000 00 00 800 200 200 1000 100 0 60 0 

秘書 ふ 45 5 5 
0 7 3 I 7 4 0 10 I 0 8 3 

゜
I 6 4 ， I I I 9 I 

00 636 213 9 1 63 7 364 00 909 91 00 728 273 00 91 545 36 4 818 91 91 9 1 91 l 9! 

医局秘苔 12 4 晶 ふふ 00 .0 255 .0 
11 3 17 ふ 0 15 3 2 0 2 18 

4080 IO{。7 ふ晶 15 3 0 60 0 20.0 550 150 850 00 750 150 100 00 100 90 0 35 0 

研究埴肋 晶 194。00 .0 18 92 .5 4I 8 1940 
15 2 15 4 92 .5 12 8 

4I 8 00 .0 
12 ふ晶 92 .5 92 .5 晶 ふ o゚。851 7 1 4 95 714 190 571 38 I 51.1 

病棟事務 ふ 4 
00 .0 28 2 6 

3 ふ 3 4 0 5 ふ 00 .0 574 2 
2 I 

゜
7 

00 .0 423 .9 00 .0 574 1 
I 4 

28合571 429 429 571 00 715 28 6 143 0.0 1000 143 571 

医療事務 48 40 13 44 晶 27 晶 晶 56 .8 1114 8 li46 466 38 8 127 427 262 

舟歴管理 ふ 50髯ふふふ I 2 6 2 ふふ100 20.0 60 0 20 0 

事務一般 47 46 20 訊| 30 51 24 80 12 晶 13 
402 39 3 111 25 6 256 481 20 5 68.4 103 111 

（庄）上記以外の粽種及び無記入lilJ答の記載は省略した．

晶 晶 晶 晶 23 .9 4479 6 
a) 
48.6 

2 4 ふふ o゚。 4040 ふ200 400 

16 67 32 17 
6 7 0 5363 .8 晶137 572 ”4 146 

以l 18 22 
58 3 175 214 

50対 I ふ100 

晶 14 28 
120 240 

40 
38 B 

40 4 0 

36 
30 8 

晶 12 
117 

2020 40 4 0 

49 31 
419 26 5 

（上段 ：人数
下段 ：％ ） 
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自分の仕事内容・量と比べて給料は適当であ

ると思うか という項目に対しては，給料の方か

少ないと回答した者の率は，医療秘書(100.0%),

医局秘書 (90.0%）が高かった。 これらの職種

には，臨時の契約で就職するケースも含まれて

いる こと があり， 仕事には満足 していても待遇

面では不満を表明している。

現在の職業を継続することに関してどのよう

に考えているかという項目に対しては，続けた

いと回答した者が，医療秘書 (100.0%），秘書

(81.8%），研究補助 (81.0%）で高い率を示した。

4.考察

今回の調査では，職業意識において，医療秘

書 ・秘書 ・医局秘書 ・研究補助などの「秘書的

業務」に就いている者の方が他の職種に就い

ている者と比べて， 自分の職業に対して，より

肯定的な態度を持っている こと が分かった。こ

のことは，医療秘書科という専門学科に学んだ

者ならば，当然予想される 態度であ って，格別

に取り上げる事柄ではないかもしれないか，今

回の限られた調査結果の中では，重みのある「確

認事項」として位置づけたいと思う 。それは我々

の教育の基本姿勢4)の反映の明示であるからであ

る。

我々は秘書職能の特殊性は，「介助すべき上司

を特定し，その上司の職能を最大限に発揮させ

るために，業務を専念遂行する こと」5)にあると

し，医療秘書とは， 「上級医師の側近にあって，

情報処理とコミ ュニケーションの円滑化を主た

る機能とし，補佐する直接の上司へのサービス

と助言を その役割の主軸とする行為者であって，

組織管理上許さ れた条件下の地位の人にのみ配

属されると ころの特殊な職位」6)と考え，これら

を教育の基本姿勢としてきたのである。

一方，今回の調査を行って改めて認識したこ

とは， 1期生および 3期生の調査1-3)から10年近

〈を経過している現在でも，なお医療秘書とい

う職種の内容に，依然として曖昧さが認められ

ることである。つまり，「我が国の医療秘書の定

義には幅の広い揺れかあり，看護助手的な業務

の従事者，診療報酬請求事務の担当者，カルテ

処理の担当者，病医院の受付，病棟事務員など

でも，医療秘書と呼ばれる例が多々あり ，使う

側の都合で如何ようにも処理できる便利な職種

として扱われていることは否定できない。」 6)と

いう状況か，本調査の結果からも伺えるのであ

る。この現実は，我が国の医療秘書を取り巻く

重大な問題であるが，これについて考察を加え

ることは本報告の主題ではないので割愛する。

このような状況の下にあるが故に，秘書業務

に就いている者は極めて少数であろうと我々は

予測 した。今回の調査において医療秘書として

勤務している者は僅かに 5名であった。しかし，

その他の「秘書的業務」すなわち，秘書，医局

秘書，研究補助などを合わせると 57名という数

になり ，回答した有職者中16.9％の割合を占め

た。また，529の回答中，過去にこれら四つの職

種のいずれかに就いた経験があるとした者は123

名にのほ‘り，これは23.3％に当たる。これらの

数字は，我々の予想を上回るものであ った。

この結果のみをも っての一般化や予測は慎ま

ねばならないか，秘書的業務の従事者に対する

社会的ニーズは，少な くともネガテ ィブな傾向

をたどるという予測はたたないと思われる。こ

の問題については，今後の推移を慎重に研究す

る必要があるのは明らかである。
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